
ハノイ市エンサ下水道計画（第一期）【ベトナム】 

 

施策所管局課 国別開発協力第一課 

評価年月日 令和５年４月 

 

１ 案件概要 

（１）供与国名 ベトナム社会主義共和国 

（２）案件名 ハノイ市エンサ下水道計画（第一期） 

（３）目的・事業内容 

＊閣議決定日、供与条件などを

含む 

ベトナムの首都ハノイ市において下水道システムを整備するこ

とにより、同市の汚水処理量の増加を図り、同市とその下流地域

の公衆衛生の改善、持続可能な発展に寄与するものである。 

 

案件の内容 

・下水処理場整備、下水管網整備 

・コンサルティング・サービス 

 

ア 閣議決定日：平成 25年３月 22日 

イ 供与限度額：284.17 億円 

ウ 金利：0.65％（コンサルティング・サービスについては 0.01％） 

エ 償還（据置）期間：40 年（10 年） 

オ 調達条件：一般アンタイド 

２ 事業の評価 

（１）経緯・現状 

 

ア 社会ニーズの現状 

 本事業計画当初、ベトナムでは急速な経済成長と都市化に対し

て下水道施設整備が追い付かず、増大する家庭排水・商工業排水

に比べ、下水処理能力が極めて限定的だった。2010 年時点で、

ハノイ市の下水道普及率は約 12％に留まり、市内の河川・ 水

路、湖沼、地下水等の水環境は、家庭からの未処理の排水等によ

り大きな汚濁負荷を受け、下水道施設整備が喫緊の課題となって

いた。 

現在も都市部の汚水はセプティックタンク（腐敗槽）による簡

易処理のみであり、全国都市部の下水道普及率は約 14％（2020

年）に留まる。また、排水管網も十分整備されておらず、汚水は

適切に処理されていない。そのため、本計画に係る状況は当初か

ら大きく変わらず、現在も本事業に関する社会的ニーズがある。 

 

イ 事業遅延に関する経緯・現状 

当初は 2020 年 12 月の事業完了を想定していたが、詳細設計段

階において実施機関である、農業・インフラ技術建設投資事業運

営委員会の要望で累次の設計見直しがあり、承認手続き及び調達

手続きが遅延した。その後、ようやく工事は 2019 年 1 月より順

次開始したものの新型コロナウィルスの流行に加え、資機材納入

遅延や地中障害物による設計変更、道路占有許可手続きの遅延等

により工事が遅延した。現在、これらの問題は概ね解決し、2025

年～2026 年頃の工事完成を目指している。 

（２）今後の対応方針 

 

本件に関する社会的ニーズが引き続きあり、事業完成後は当初

予定どおりの効果が見込まれている。また、事業の進捗を妨げて

いた主な要因は解決していることから、支援を継続する。 

３ 政策評価を行う過程にお

いて使用した資料等 

・交換公文 

・外務省の約束状況に関する資料及び案件概要 

・政策評価法に基づく事前評価書 

・国際協力機構の案件検索 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/data/zyoukyou/h24/y130322_1.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/shiryo/hyouka/2012_jizen/y_vietnam07.html
https://www2.jica.go.jp/ja/yen_loan/index.php/module/search?anken_name=%E3%83%8F%E3%83%8E%E3%82%A4%E5%B8%82%E3%82%A8%E3%83%B3%E3%82%B5&area1=0&area2=0&area3=0&country1=0&country2=0&country3=0&section1=0&section2=0&section3=0&industry1=0&industry2=0&industry3=0&chotatsu_kubun=0&from_year=&to_year=&currency=jpy&submit=%E6%A4%9C%E7%B4%A2


・国際協力機構の事業事前評価表 

・その他国際協力機構から提出された資料 

 

https://www2.jica.go.jp/ja/evaluation/pdf/2012_VN12-P6_1_s.pdf

